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二
期
連
続
経
営

改
善

阿
部
由
紀
子
常
務
理
事

の
開
会
宣
言
後
、
君
塚
理

事
長
が
「
職
員
・
組
合
員

の
協
力
で
前
年
に
続
き
、

二
期
連
続
で
経
営
改
善
が

成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
、
引
き
続
く
経

営
改
善
と
と
も
に
活
発
な

健
康
づ
く
り
活
動
を
展
開

さ
せ
て
い
く
」
決
意
を
述

べ
て
理
事
会
か
ら
の
挨
拶

を
行
い
、
議
案
審
議
に
入

り
ま
し
た
。
土
井
専
務
理

事
か
ら
第
１
号
議
案
「
二

〇
二
三
年
度
事
業
活
動
の

振
り
返
り
お
よ
び
決
算
報

告
」の
提
案
で
は
、
依
然
、

資
金
面
で
は
厳
し
い
も
の

の
法
人
と
し
て

昨
年
に
続
き
経

営
改
善
が
進
ん

だ
こ
と
、
全
事

業
所
で
経
常
剰

余
が
確
保
で
き

た
こ
と
、
法
人

内
の
事
業
所
間

で
の
連
携
を
密

に
し
、
職
員
の

団
結
の
も
と
で

医
療
・
介
護
に

活
動
を
取
り
組

ん
だ
こ
と
、
ま

た
組
合
員
の
増

資
と
患
者
紹
介

な
ど
の
協
力
の

も
と
で
前
進
で

き
た
こ
と
の
報

告
が
さ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に

は
決
算
で
は
一

八
八
五
万
円
の

経
常
剰
余
と
な

り
、
予
算
と
前

年
を
大
き
く
上
回
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

当
法
人
の
強
み

生
か
す

資
金
面
で
は
こ
れ
ま
で

二
〇
〇
〇
〜
三
○
○
○
万

円
の
資
金
流
失
が
数
年
間

続
い
て
い
ま
し
た
が
四
〇

〇
万
円
の
流
失
に
留
め
ま

し
た
。
次
年
度
の
課
題
と

し
て
、
医
療
活
動
上
で
は

依
然
、
収
益
（
外
来
・
在

宅
患
者
）
不
足
を
費
用
減

で
補
っ
て
い
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
職
員
体

制
が
整
い
つ
つ
あ
る
な
か

で
事
業
収
益
の
増
加
が
改

め
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

当
法
人
の
強
み
と
し
て
診

療
所
単
独
で
は
な
く
、
居

宅
支
援
事
業
、
訪
問
看
護

事
業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

総
合
的
な
連
携
を
取
り
な

が
ら
規
模
拡
大
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
た
め
に

も
職
員
全
体
の
さ
ら
な
る

団
結
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
次
年
度
の
課
題
と
し
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
同
時

に
組
合
員
の
協
力
の
も
と

で
健
診
活
動
の
強
化
も
３

期
連
続
の
決
算
で
黒
字
と

す
る
カ
ギ
と
な
る
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
活
動
で
は
、
二

〇
二
三
年
度
は
全
組
合
員

に
残
高
通
知
を
出
し
た
こ

と
も
あ
り
組
合
員
数
と
増

資
で
前
年
よ
り
減
少
さ
せ

る
こ
と
と
な
り
、
改
め
て

組
合
員
増
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
度
方
針
と
し
て
「
認
知

症
」
に
焦
点
を
当
て
年
間

通
し
て
様
々
な
形
で
学
習

な
ど
を
展
開
す
る
こ
と
も

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
活
動

の
具
体
化
で
は
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
と
し
て

「
花
束
訪
問
」
「
す
こ
し

お
」
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

な
ど
引
き
続
き
強
化
す
る

こ
と
、
社
保
活
動
で
は
、

特
別
決
議
で
確
認
し
た

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証

の
取
り
組
み
方
針
」
「
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
健
康
へ
の
影

響
」
の
取
り
組
み
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
の
予
算
案

で
は
各
事
業
所
か
ら
の
積

み
上
げ
が
一
○
○
○
万
円

に
止
ま
り
、必
要
利
益（
資

金
を
減
ら
さ
な
い
た
め
の

目
標
額
）
で
あ
る
一
七
五

〇
万
円
を
組
合
員
と
と
も

に
達
成
さ
せ
る
必
要
性
に

つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。

保
険
証
残
す

声
上
げ
よ
う

総
代
か
ら
五
名
の
発
言

と
一
通
の
文
書
発
言
が
あ

り
、
土
井
専
務
理
事
よ
り

統
括
答
弁
の
後
、
採
決
に

移
り
一
号
議
案
〜
三
号
議

案
す
べ
て
の
議
案
が
圧
倒

的
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。特
別
決
議
案「
健

康
保
険
証
の
廃
止
は
医
療

を
受
け
る
権
利
の
侵
害
で

す
、
現
行
の
健
康
保
険
証

を
残
す
た
め
の
声
を
さ
ら

に
大
き
く
上
げ
よ
う
」
を

職
員
総
代
の
大
澤
総
代
が

読
み
上
げ
ま
し
た
。
二
〇

二
三
年
度
全
国
四
課
題
で

目
標
達
成
し
た
支
部
・
事

業
所
、
仲
間
増
や
し
部
門

へ
の
表
彰
を
行
い
、
最
後

に
村
田
理
事
の
閉
会
の
挨

拶
で
午
後
三
時
二
〇
分
に

終
了
し
ま
し
た
。

六
月
二
十
二
日
（
土
）
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
７
階
会
議
室
に
於
い
て
北
多
摩
中
央

医
療
生
活
協
同
組
合
第
４０
回
通
常
総
代
会
が
総
代
実
出
席
五
八
名
、
書
面
に
よ
る

出
席
八
二
名
、
役
職
員
二
一
名
、
組
合
員
二
名
、
合
計
一
六
三
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
実
験
に

は
「
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
」
、
中
国
の

軍
事
演
習
に
は

「
台
湾
有
事
」、

沖
縄
辺
野
古
の
基
地
建
設

に
は「
代
執
行
」、
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
に
協
力
し
な
い
医

療
機
関
に
は
「
通
報
と
ペ

ナ
ル
テ
ィ
」、
子
ど
も
・
子

育
て
不
安
に
は
「
健
保
増

税
」、
―
―
岸
田
内
閣
の

国
民
へ
の
脅
迫
は
止
ま
る

と
こ
ろ
が
な
い
。
国
民
の

い
の
ち
を
犠
牲
に
し
て
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
、
大
軍
拡
・
経
済
軍
事

化
・
軍
需
拡
大
・
原
発
推

進
、
軍
拡
財
源
確
保
の
た

め
の
大
増
税
を
あ
け
す
け

に
主
張
な
ど
、
の
政
権

は
、
政
党
助
成
金
と
企
業

・
団
体
献
金
の
二
重
取

り
、
「
裏
金
づ
く
り
に
よ

る
大
脱
税
」
な
ど
、
恐
る

べ
き
金
権
・
腐
敗
に
ど
っ

ぷ
り
漬
か
り
、
悪
び
れ
な

い
こ
と
が
国
会
審
議
を
通

し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
戦
後
の
わ
が
国
の
政

治
の
中
に
か
つ
て
な
か
っ

た
腐
敗
と
暴
走
が
、
平
和

と
民
主
主
義
を
足
元
か
ら

破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
を
こ
の
ま
ま
放
置
で
き

る
の
か
私
た
ち
に
問
わ
れ

て
い
る
。

（
鈴
）

総代会採決結果

議案 議案名
採決結果

可否
出席 反対 保留 賛成

第１号議案

２０２３年度事業活動報告 本人出席 0 0 56

採択２０２３年度決算関係書類承認の件 書面出席 0 1 81

計 0 1 137

第２号議案

２０２４年度事業活動重点課題 本人出席 0 1 55

採択２０２４年度予算案の件 書面出席 0 0 82

計 0 1 137

第３号議案 議案効力発生の件

本人出席 0 0 56

採択書面出席 0 0 82

計 0 0 138

隔月発行：次回９月１０日予定
編 集 ―― 広 報 委 員 会

北多摩中央医療生活協同組合
〒１８４-０００４ 東京都小金井市本町１-１５-９３階
TEL.０４２（３８２）９１１２／FAX.０４２（３８２）９１０７

ホームページアドレス
https://www.kitatama.coop/

「誰もが健康で居心地よく
くらせるまちづくりへの挑戦」

「誰もが健康で居心地よく
くらせるまちづくりへの挑戦」
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引
き
続
き
経
営
改
善
を
職
員
と
全
組
合
員
で

引
き
続
き
経
営
改
善
を
職
員
と
全
組
合
員
で

ががががががががががががががががががががががががががががががががが

土井専務理事

ののののののののののののののののののののののののののののののののの

だよりだより
７月７月医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協

組合員１０,０００名をめざして
出資金一世帯５万円が目標

組合員数 ４,８５８名
出資金総額 １８６,０１５,０００円
（１人平均出資金額３４,１７４円）

第七次中期計画
三年目スタート



２０２４年７月 №２２６ （２）医 療 生 協 だ よ り

よろ
しくお願いします

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

深
見
事
務
長

〈
こ
の
間
の
医
療
活
動

・
経
営
改
善
の
取
り
組

み
〉竹
村
所
長
の
配
置
後
、

積
極
的
な
医
療
活
動
が
展

開
さ
れ
、
発
熱
外
来
に
お

い
て
は
断
ら
ず
地
域
の
信

頼
を
得
つ
つ
あ
り
、
新
患

・
初
診
患
者
が
増
え
経
営

面
で
も
２
年
連
続
経
常
剰

余
が
確
保
で
き
た
。
診
療

所
単
独
で
は
な
く
介
護
相

談
室
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
の
連
携
が
す
す
ん
だ
報

告
。

の
が
わ
介
護
相
談
室

阿
部
室
長

〈
体
制
整
備
後
の
介
護

活
動
・
経
営
改
善
の
取
り

組
み
〉
一
時
期
経
営
が
厳

し
い
時
期
が
続
い
て
い
た

が
、
職
員
の
団
結
で
苦
し

い
時
期
を
乗
り
越
え
、
今

年
３
月
に
は
待
望
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
入
職
し

た
。
新
た
な
加
算
の
取
得

で
経
営
の
安
定
が
図
れ
た

報
告
。

武
蔵
野
支
部

太
田
理
事

〈
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
取
り
組

み
〉
都
知
事
選
が
始
ま
る

中
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
発
生
源

で
あ
る
横
田
基
地
に
対
す

る
立
ち
入
り
や
調
査
が
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
の
問

題
。
武
蔵
野
支
部
と
し
て

学
習
会
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
知

ろ
う
」
を
４
回
開
催
、
武

蔵
野
市
に
対
し
て
井
戸
の

調
査
や
情
報
公
開
に
つ
い

て
２
回
要
望
書
を
出
し

た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
問
題
と

と
も
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

つ
ど
い
の
開
催
な
ど
積
極

的
な
支
部
活
動
が
で
き

た
。

調
布
支
部

任
海
総
代

〈
食
事
班
会
の�
す
こ

し
お
学
習
会
�に
つ
い
て
〉

医
療
福
祉
生
協
で
も
課
題

と
し
て
い
る
、
定
例
の
食

事
班
会
に
お
け
る
�
す
こ

し
お
学
習
会
�に
つ
い
て
、

工
夫
す
る
こ
と
で
塩
分
を

控
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
や
、
４
０
０
円
の
予
算

で
数
種
類
の
お
か
ず
が
で

き
る
こ
と
の
料
理
作
り
の

実
践
と
参
加
者
の
感
想
を

紹
介
。

小
金
井
支
部

岩
井
理
事

〈
全
国
４
課
題
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
〉
組
合
員

の
元
気
な
活
動
は
、
む
さ

し
小
金
井
診
療
所
の
２
年

連
続
黒
字
と
な
っ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
。
ま
た
、

四
課
題
の
う
ち
の
仲
間
増

や
し
、
出
資
金
増
や
し
の

目
標
達
成
が
出
来
た
こ

と
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

活
動
で
は「
市
民
ま
つ
り
」

「
平
和
盆
踊
り
」
な
ど
に

も
積
極
的
に
参
加
を
し
た

報
告
。

三
鷹
牟
礼
北
野
支
部

尼
子
総
代

〈
支
援
サ
ポ
ー
ト
の
件
〉

（
文
書
発
言
）

北
多
摩

中
央
医
療
生
活
協
同
組
合

で
「
お
ひ
と
り
様
」
支
援

サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

一番近くでケアに関わって
いくことの楽しさを実感

関谷 京香

みなさん、初めまして。４月から新し
くのがわ訪問看護ステーションに入職し
ました、関谷京香です。
前職の地域包括ケア病棟では、患者さ

んを在宅へ送り出すことへ尽力し笑顔で
退院していく患者さんを見て、やりがい
を感じていました。今回、ご縁があって
入職し、病棟時代で学んだことの延長にある訪問看護での看護師
としてのやりがいも感じつつ、利用者さんの１番近くでケアに関
わっていくことの楽しさを実感しています。
小金井市内を自転車で駆け回ることに初めの１か月は太ももが

疲れましたが、今ではいい運動習慣となりました。利用者さんか
らも�もう帰っちゃうの？また来てね�と言って下さる事があり、
早くも訪問看護を満喫しております。
訪問看護は在宅生活を支える縁の下の力持ちだと思っているの

で、利用者さんがより長く楽しく自分らしく在宅生活を送ってい
ただけるように、笑顔で明るく全力で取り組んでまいります！皆
様、どうぞ宜しくお願い致します（＾＾）♪♪

医療生協の発展と組合員の
健康支援に努力していきたい

大竹 智子

このたび、ご縁があり入職させていた
だきました。
皆様の明るく優しい心遣いに助けられ

ながら、アッと言う間に三カ月が過ぎま
した。
介護支援専門員の職を通じて、医療生

協の発展と組合員の皆様の健康支援に努
力していきたいと思います。よろしくお願いいたします。

６
月
か
ら
診
療
報
酬
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
に
行
な
わ
れ
る

の
が
慣
例
で
、
６
月
改
定
は
初
め

て
の
経
験
で
す
。
２
か
月
遅
れ
と

な
っ
た
理
由
は
、
変
更
点
が
多
く

対
応
に
時
間
が
か
か
る
か
ら
と
聞

い
て
い
ま
す
。

診
療
所
に
関
わ
る
改
定
で
大
き

な
も
の
は
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
、
糖
尿
病
を
主
病
と
し
て
い
る

方
に
算
定
し
て
い
る
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
を
、
生
活
習
慣
病
管
理

料
へ
移
行
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
を
推
し
進
め
る
よ
う
な

診
療
報
酬
の
新
設
で
す
。

北
多
摩
中
央
医
療
生
協
の
診
療

所
で
は
、
こ
の
３
疾
患
の
方
に
対

し
て
生
活
習
慣
病
管
理
料
Ⅱ
と
い

う
点
数
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
管
理
料
自
体
の

点
数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
他
に

廃
止
や
減
点
と
な
る
項
目
が
あ
る

た
め
減
収
と
な
り
ま
す
。
そ
の
穴

埋
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算（
＃
１
）

や
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
促
進
一
時

金
（
＃
２
）
の
支
給
等
が
出
て
き

ま
し
た
。
診
療
の
継
続
、
経
営
を

守
る
た
め
に
は
、
算
定
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
算
定
す

る
た
め
の
要
件
も
様
々
あ
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
を
促
す

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
チ
ラ
シ
の
配

布
、
保
険
証
の
提
示
を
求
め
る
言

葉
は
禁
句
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

同
様
の
掲
載
等
々
で
す
。
そ
の
成

果
は
、
厚
労
省
か
ら
毎
月
メ
ー
ル

で「
○
件
、
○
％
の
利
用
率
で
す
」

と
丁
寧
に
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
要
件
を
満
た
す
た

め
、
待
合
室
へ
掲
示
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
文
言
を
載
せ
る
こ
と
を

始
め
ま
し
た
。
様
々
な
お
考
え
の

方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
の
良
し
悪
し
を
医
療
機
関
と

し
て
示
す
こ
と
が
６
月
以
降
難
し

く
な
り
ま
し
た
。
何
卒
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＃
１

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加

算
…
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
よ

り
取
得
し
た
診
療
情
報
・
薬
剤
情

報
を
実
際
に
活
用
で
き
る
体
制
を

整
備
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
電

子
処
方
箋
及
び
電
子
カ
ル
テ
情
報

共
有
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
医
療

Ｄ
Ｘ
に
対
応
す
る
体
制
を
確
保
し

て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

＃
２

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
促
進
一

時
金
…
２
０
２
３
年
１０
月
の
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
率
を
起
点
と
し

て
、
２
０
２
４
年
５
月
〜
７
月
の

３
ヶ
月
間
の
い
ず
れ
か
の
月
の
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
人
数
の
増
加

量
に
応
じ
て
、
一
時
金
が
支
給
さ

れ
る
。
（
む
さ
し
小
金
井
診
療
所

事
務
長
・
深
見
）

《総代会発言》《総代会発言》

２０２４年６月

診
療
報
酬
改
定
の

お
知
ら
せ

新入職員紹介
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私
は
１
９
４
０
年
産
ま

れ
。
翌
年
に
太
平
洋
戦
争

が
勃
発
し
ま
し
た
。
物
心

が
付
い
た
と
き
は
戦
時
体

制
の
ま
っ
た
だ
中
。
思
い

出
す
の
は
割
烹
着
を
着
た

母
が
近
所
の
お
母
さ
ん
方

に
交
じ
っ
て
水
の
入
っ
た

バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
リ
レ
ー

式
に
屋
根
に
掛
け
ら
れ
た

は
し
ご
に
登
り
下
り
す
る

姿
で
す
。
毎
晩
の
よ
う
に

空
襲
警
報
が
鳴
り
そ
の
た

び
に
家
の
前
に
掘
ら
れ
た

防
空
壕
に
家
族
み
ん
な
で

避
難
し
ま
す
。
そ
ん
な
あ

る
夜
、
防
空
壕
の
中
に
い

る
私
た
ち
に
だ
め
だ
逃
げ

ろ
と
声
が
か
か
る
。
外
に

出
る
と
日
本
軍
の
照
ら
す

探
照
灯
の
な
か
に
平
然
と

飛
び
回
る
Ｂ
２９
の
群
れ
。

焼
夷
弾
が
赤
い
尾
を
ひ
い

て
無
数
に
落
ち
て
く
る
最

中
。
花
火
を
見
て
い
る
よ

う
に
美
し
い
。
母
、
祖
母
、

弟
と
３
人
で
近
く
の
大
広

場
に
避
難
。
翌
朝
、
戻
っ

た
と
き
は
家
は
な
く
焼
け

野
原
。
戦
中
は
母
の
実
家

の
島
根
県
の
山
の
中
で
過

ご
し
、
東
京
に
戻
っ
た
の

は
小
学
校
１
年
に
入
学
す

る
直
前
で
し
た
。
学
区
域

の
学
校
は
焼
け
落
ち
、
子

ど
も
の
足
で
３０
分
以
上
離

れ
た
別
の
学
校
に
間
借
り

で
す
。
教
科
書
は
全
然
無

く
ガ
リ
版
刷
り
の
も
の
。

音
楽
の
教
科
書
は
た
ま
た

ま
私
が
持
っ
て
い
た
小
学

校
唱
歌
の
本
で
先
生
が
オ

ル
ガ
ン
を
弾
き
歌
わ
れ
ま

し
た
。
２
年
生
か
３
年
生

に
な
っ
た
頃
と
記
憶
し
て

い
る
が
校
長
先
生
が
教
室

に
来
て
新
し
い
憲
法
の
話

を
し
て
い
っ
た
。
内
容
は

残
念
な
が
ら
全
く
覚
え
て

い
な
い
が
、
日
本
は
生
ま

れ
変
わ
っ
た
平
和
の
国
、

国
民
を
大
切
に
す
る
国
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
言
っ

た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す

る
。

昭
和
１９
年
１１
月
に
は
私

が
通
っ
て
い
た
巴
幼
稚
園

が
閉
園
、
東
洋
一
を
誇
る

軍
需
工
場
中
島
飛
行
機
武

蔵
野
製
作
所
が
爆
撃
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
す

で
に
毎
日
の
食
事
も
ロ
ク

な
も
の
が
な
く
、
皆
が
ひ

も
じ
い
思
い
を
し
て
い
ま

し
た
。
私
も
姉
と
練
馬
の

お
百
姓
さ
ん
の
家
へ
歩
い

て
行
き
、
イ
モ
類
や
ダ
イ

コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
を

分
け
て
も
ら
い
、
２
人
で

背
負
っ
て
帰
っ
て
き
た
こ

と
を
思
い
だ
し
ま
す
。

１２
月
に
な
り
私
と
姉
の

２
人
で
新
潟
の
叔
母
の
家

に
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
月
が
照

ら
す
明
る
い
道
を
父
と
母

と
に
別
れ
る
悲
し
み
に
あ

ふ
れ
出
る
涙
を
一
生
懸
命

こ
ら
え
て
、
父
の
手
を
握

っ
て
歩
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
雪
に
埋
も
れ

た
新
潟
の
冬
も
無
事
す

ぎ
、
４
月
上
旬
に
母
と
妹

が
引
き
揚
げ
て
く
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
雪
道
を

近
く
ま
で
迎
え
に
出
た
私

と
姉
の
姿
を
見
て
妹
が
母

の
背
中
で
立
ち
上
が
っ
て

喜
び
を
表
現
し
て
く
れ
ま

し
た
。
母
と
３
人
の
子
供

は
今
度
は
直
江
津
の
親
戚

の
家
を
借
り
て
そ
こ
で
住

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

早
稲
田
大
学
の
教
授
を
し

て
い
た
父
は
学
校
が
あ
る

た
め
、
東
京
に
一
人
で
残

っ
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の

学
生
や
卒
業
生
を
戦
場
へ

送
っ
た
話
を
後
で
聞
き
ま

し
た
。
５
月
初
旬
に
風
邪

か
ら
肺
炎
を
起
こ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
母
が
持
っ

て
い
た
ア
ス
ピ
リ
ン
が
功

を
奏
し
て
私
は
死
な
ず
に

済
み
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
こ
ろ
食
べ
て

い
た
ご
飯
に
は
サ
ツ
マ
イ

モ
の
つ
る
や
葉
、
カ
ボ
チ

ャ
や
大
豆
な
ど
が
お
米

よ
り
た
く
さ
ん
入
っ
て

い
ま
し
た
。
タ
ラ
が
入
れ

ば
大
喜
び
、
イ
ナ
ゴ
な
ど

で
蛋
白
質
を
補
う
毎
日

で
、
甘
い
も
の
な
ど
見
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
母

は
大
変
苦
労
し
た
と
思
い

ま
す
。
着
物
を
も
っ
て
農

家
に
行
き
野
菜
を
分
け
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
「
な
い
よ
」
と
い
わ

れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
し

た
。
夏
休
み
に
な
り
裏
の

小
川
で
遊
ん
で
い
る
と

き
、
ラ
ジ
オ
の
ガ
ー
ガ
ー

言
う
音
に
人
の
ダ
ミ
声
が

か
す
か
に
聞
こ
え
、
後
で

そ
れ
が
天
皇
の
終
戦
宣
言

だ
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し

た
。

「
戦
争
」
と
い
っ
て
、

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
私

が
３
歳
、
父
は
３１
歳
で
戦

地
に
駆
り
出
さ
れ
、
そ
の

４
年
後
に
は
家
族
５
人
を

置
い
て
戦
死
し
た
と
通
知

が
届
き
、
知
ら
さ
れ
た
時

の
こ
と
。
私
は
小
学
校
１

年
生
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
母
は
子
ど
も
４
人
残

さ
れ
大
変
な
苦
労
（
書
き

き
れ
な
い
ほ
ど
）
を
し
て

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
父

は
３５
歳
で
中
国
で
亡
く
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
２
年

後
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま

り
、
日
本
に
は
ア
メ
リ
カ

の
爆
撃
機
（
Ｂ
２９
）
が
飛

ん
で
き
て
日
本
中
の
街
を

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
て
い

き
ま
し
た
。
私
が
住
ん
で

い
た
町
に
は
爆
弾
こ
そ
落

ち
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
駅

を
狙
っ
て
機
銃
掃
射
の
猛

烈
な
「
バ
リ
ッ
バ
リ
ッ
」

と
い
う
音
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
ほ
ど
強
烈
な
音

で
し
た
。

私
は
戦
争
遺
児
と
い
う

こ
と
で
榛
名
山
に
４
、
５

日
疎
開
し
ま
し
た
が
、夜
、

真
っ
赤
と
い
う
か
、
真
っ

黄
色
の
町
が
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
た
の
を
山
の
上
か

ら
見
下
ろ
し
、
朝
に
な
っ

て
、
前
橋
の
街
が
空
襲
で

焼
か
れ
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
今
で
も
そ
の
時
の

こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
小
学
生

時
代
は
戦
争
一
色
で
４
年

生
の
担
当
だ
っ
た
先
生
も

戦
死
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｂ
２９
爆
撃
機
は
毎
日
の
よ

う
に
小
さ
な
町
に
も
飛
ん

で
き
て
、
警
戒
警
報
が
出

る
と
夜
は
電
気
を
消
し
、

真
っ
暗
な
夜
を
父
の
い
な

い
不
安
こ
の
上
な
い
毎
日

と
、
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な

く
爆
弾
が
落
ち
た
ら
ど
こ

へ
行
っ
た
ら
い
い
か
と
い

つ
も
考
え
て
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

父
の
実
家
に
近
い
山
形

県
高
畠
町
に
疎
開
し
、
糖

の
目
小
学
校
５
年
生
の

時
、
昭
和
２０
年
８
月
１０
日

頃
、
広
島
・
長
崎
に
大
き

な
爆
弾
が
落
ち
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

８
月
１５
日
に
天
皇
陛
下

の
玉
音
放
送
が
あ
り
、
夏

の
暑
い
日
ラ
ジ
オ
の
前
に

集
ま
り
聞
き
ま
し
た
。
一

億
玉
砕
と
言
っ
て
た
戦
争

が
終
わ
っ
た
、
安
堵
感
と

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か

と
不
安
に
で
複
雑
な
気
持

ち
で
し
た
。

６
年
生
の
時
、
戦
後
い

ち
早
く
台
東
区
浅
草
に
引

っ
越
し
ま
し
た
。
辺
り
は

一
面
焼
け
野
原
、
所
々
に

バ
ラ
ッ
ク
が
建
っ
て
い
ま

し
た
。
学
区
制
の
関
係
で

私
は
千
束
小
学
校
、
校
舎

は
被
災
者
が
占
有
し
て
い

て
、
使
え
ず
仕
方
な
く
合

羽
橋
の
金
竜
小
学
校
と
共

同
の
建
物
に
な
り
ま
し

た
。
転
々
と
小
学
校
を
５

回
も
変
わ
り
ま
し
た
。

戦
後
教
育
環
境
も
変
わ

り
、
六
、
三
制
の
義
務
教

育
が
布
か
れ
、
私
た
ち
昭

和
９
年
生
ま
れ
が
第
一
期

卒
業
生
で
す
。

↙

元
島

謙
一
郎

三
鷹
南
支
部
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２０２４年７月 №２２６ （４）医 療 生 協 だ よ り
タ
テ
の
カ
ギ

１
、
病
気
や
ケ
ガ
、
老
後
な
ど
に

備
え
保
証
と
す
る
し
く
み

保

険
会
社
が
運
営
し
て
い
る
事
が

多
い

２
、
ア
ウ
ト⇔

○
○

３
、
類
語
に
時
機
、
好
機
、
チ
ャ

ン
ス
な
ど
が
あ
る

絶
好
の
○

○
○
を
の
が
す

４
、
計
画
さ
れ
た
時
刻
、
到
着
○

○
○
○
○
○
に
な
り
ま
し
た
が

渋
滞
で
遅
れ
る
そ
う
で
す

５
、
ウ
イ
ー
ン
風
の
と
い
う
こ
と

で
す
○
○
○
○
○
ワ
ル
ツ
、
○

○
○
○
○
ソ
ー
セ
ー
ジ

６
、
人
々
が
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
保
障
さ
れ
た
社
会

１１
、
あ
の
人
は
ど
ん
な
と
き
に
も

○
○
○
的
に
行
動
す
る
ね

感

情
的
に
な
ら
な
い
ね

１３
、
日
本
で
は
梅
雨
の
こ
と
で
す

◆
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
答
え
は
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ

と
こ
と
本
紙
の
感
想
・
意
見
を
お

書
き
願
い
ま
す
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
若
干
名
の
方
に
ク
オ
カ

ー
ド
（
五
百
円
）
を
送
り
ま
す
。

◇
送
り
先

〒
１
８
４
―
０
０
０
４

東
京
都
小
金
井
市

本
町
１
―
１５
―
９

北
多
摩
中
央
医
療
生
活
協
同
組

合

「
医
療
生
協
だ
よ
り
」
係

◇
締
め
切
り

８
月
７
日
必
着

◇
発
表

２
０
２
４
年
９
月
号

◇
前
回
正
解
『
憲
法
記
念
日（
ケ

ン
ポ
ウ
キ
ネ
ン
ビ
）
』

◇
当
選
者
（
敬
称
略
）

所
沢
市

矢
澤

昇
市

三
鷹
市

遠
藤
み
え
子

三
鷹
市

根
岸

敏
三

三
鷹
市

山
根

サ
チ
イ

ヨコのカギ
１、一人ひとりがお金を出し合いみんなで利
用、運営し暮らしの向上をめざします
７、１５世紀ごろ南米大陸に栄えた国１６世紀に
スペインによって滅ぼされた マチュピチ
ュ遺跡
８、診療所 クリニックともいいますね
９、今の三重県の旧国名といえば
１０、建物を立てるため土地を整地すること
転じて物事を円滑に進めるための準備工作
をいうことも

１１、アルコール飲料 特にブランデー、ウイ
スキーなどのこと

１２、脳梗塞は血管内にできたこれが脳内の血
管に詰まることで引き起こされる

１３、昆虫が蛹から成虫になること
１４、不義理をしたからあの人のところには行
きづらいなあ ○○○が高いよ

２０２４年４月理事会
【協議事項】
○３月期決算報告及び２０２３年度決算見
通しについて
○２０２３年度組織活動報告○第４０回通常
総代会に向けて
○労務課題について
【決裁事項】
○協立医師協同組合からの借入金の件
○就業規則変更の件

２０２４年５月理事会
○２０２３年度決算報告及び２０２４年度４月
決算報告
○２０２４年度４月期組織活動報告
○第４０回通常総代会に向けて
【決裁事項】
○人事決裁

●
い
ろ
ん
な
新
聞
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
挑

戦
、
頭
の
衰
え
を
チ
ェ
ッ

ク
。
同
時
に
ひ
と
こ
と
添

え
、近
況
や
紙
面
の
感
想
、

と
き
ど
き
の
政
治
・
社
会

の
動
き
に
つ
い
て
感
想
を

書
い
て
い
ま
す
。こ
の「
読

者
の
声
」ラ
ン
で
、い
ろ
ん

な
人
の
近
況
を
知
る
こ
と

も
楽
し
み
で
す
。
と
こ
ろ

が「
医
療
生
協
だ
よ
り
」が

い
つ
か
ら
か
、
氏
名
で
は

な
く
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

頭
文
字
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
氏
名
表
示

の
復
活
を
望
み
ま
す
。
名

前
を
載
せ
た
く
な
い
場
合

は
、「
そ
の
旨
表
示
を
」
と

記
載
す
れ
ば
済
む
の
で
は

な
い
で
は
と
思
い
ま
す
。

（
小
金
井
市

Ｔ
・
Ａ
）

●
各
地
域
の
活
動
が
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
あ
り
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
高
齢
者

が
元
気
で
い
る
こ
と
が
地

域
の
活
性
化
を
生
む
と
思

い
ま
す
。
頑
張
ろ
う
高
齢

者
。（
三
鷹
市

Ｔ
・
Ｉ
）

●
私
は
村
田
先
生
が
所
長

の
「
む
さ
し
の
共
立
診
療

所
」
に
毎
月
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
も
含
め
よ
く
話
を

聞
い
て
く
だ
さ
り
安
心
し

て
い
ま
す
。
地
域
に
根
付

い
て
い
る
診
療
所
で
大
助

か
り
で
す
。

（
匿
名
）

●
先
日
、
南
支
部
の
総
会

に
「
保
険
証
残
せ
」
の
学

習
会
に
前
専
務
の
篠
田
さ

ん
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
、
分
か
り
や
す
く
多
く

の
人
に
聞
い
て
ほ
し
い
内

容
で
し
た
。
政
府
は
今
年

の
１２
月
２
日
に
現
行
の
健

康
保
険
証
を
廃
止
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
半

年
あ
り
、
署
名
や
保
団
連

の
は
が
き
、
そ
し
て
各
種

自
治
体
の
議
会
で
検
証

し
、
国
へ
意
見
を
あ
げ
る

こ
と
が
大
事
。
と
い
う
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。

（
三
鷹
市

Ｍ
・
Ｅ
）

●
近
く
の
川
に
鴨
の
子
が

８
羽
か
え
り
ま
し
た
。
親

の
あ
と
を
つ
い
て
泳
い
で

い
ま
す
。
カ
メ
ラ
マ
ン
も

何
人
か
付
い
て
い
ま
す
。

（
三
鷹
市

Ｔ
・
Ｎ
）

●
い
つ
も
思
う
の
で
す
が

「
生
協
た
よ
り
」の
１
面
下

段
の
「
の
が
わ
」
は
今
起

き
て
い
る
問
題
を
わ
か
り

や
す
く
端
的
に
書
い
て
あ

り
、
大
変
良
い
と
思
い
ま

す
。（
三
鷹
市

Ｓ
・
Ｙ
）

●
高
橋
文
雄
様
の
戦
争
体

験
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
１
９
４
４

年
生
ま
れ
で
父
を
知
り
ま

せ
ん
が
、
母
は
夏
に
公
報

で
兄
の
戦
死
を
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
の
母
の

悲
し
み
や
怒
り
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
命
よ
り

大
切
な
も
の
は
な
い
と
改

め
て
思
い
ま
す
。

（
国
分
寺

Ｕ
・
Ｋ
）

土
第１・３ 服部（内科・呼）
第２ 大久保（内科・リ）
第４ 金子（内科）
第５ 池本

※この体制は出張等で変わる場合がございます。※風邪症状のある方は、来院前に電話で連絡をいただきますようお願いします。※送迎サービス
行っています。希望される方はご相談ください。※８ :４５分から受付を開始いたします。

※エコー検査は予約により実施しています。※駐車場をご希望の方はお問い合わせください。※糖・糖尿病 呼・呼吸器 リ・リウマチ

金

池本（内科・糖）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村（１・３週）

木

竹村（内科）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村

水

竹村（内科）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村

火

竹村（内科）

村田

月

池本（内科・糖）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村（２・４週）

外来

外来

往診

午 前
９時～１２時

午 後
１３時３０分～
１６時３０分

お知らせ

TEL 042-382-9111
小金井市本町１－１５－９

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

土

榮

※エコー検査は予約により実施しています。 ※学会等で医師が交代する場合があります。必要に応じてご連絡ください。 ※臨時で受診される時には必ず事前にお電話でご相
談ください。

金

榮

榮

木

菅原

菅原

井坂

谷口

水

榮

榮

火

榮

榮

月

榮

榮

外来

外来

在宅

外来

午 前
９時～１２時

午 後
２時～４時

夜 間
５時～７時

TEL 0422-48-4121
三鷹市下連雀７－１－２７

み
な
み
う
ら
生
協
診
療
所

りよだ会事理

○自宅での療養を希望される方 ○外来への通院が困難な方 ○必要時には入院の手配や各専門機関へ紹介いたします。在宅医療の相談もお受けしています

作：大泉生協病院 事務 倉持雅臣

解
き
方
：
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
、
、
の
枠
内
の
文
字
を
順

に
並
べ
て
く
だ
さ
い

パズルパズルパズル
？？ククククククククククククククククククククククククククククククククロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロススススススススススススススススススススススススススススススススワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドククククククククククククククククククククククククククククククククロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロススススススススススススススススススススススススススススススススワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

読
者
の

読
者
の

読
者
の
声

Ａ

１

Ｇ

３

Ｋ

５

Ｉ

８

Ｃ

１０

２ ４ ６

９

１２ １３

１４

ＢＦ

Ｊ

Ｄ

Ｅ

Ｈ

７

１１


